
藩
政
史
研
究
会
五
〇
回
の
歩
み

藩
政
史
研
究
会

平
成
五
年

(
一
九
九
三
)
七
月
十

1
日
に
開
催
し
た
､
｢藩
政
史
研
究
会
｣
は
五

〇

回
を
数
え
る
こ
と
に
な
っ
た
｡
昭
和
五
十
三
年

(
1
九
七
八
)
十
二
月
二
日
に
第

7

回
の
研
究
会
を
開
始
し
て
､
や
-
十
五
年
を
経
過
し
た
こ
と
に
な
る
｡

本
年
九
月
に
開
催
し
た
､
弘
前
大
学
国
史
研
究
会
総
会
に
お
い
て
､
五

〇
回
を
過

え
た
､
こ
の
機
会
に
藩
政
史
研
究
会
を
発
展
的
に
解
消
し
て
､
｢弘
前
大
学
国
史
研
究

会
例
会
｣
と
し
た
ら
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
と
の
提
案
が
な
さ
れ
､
こ
こ
に
藩
政
史
研

究
会
を
解
消
し
て
本
会
例
会
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
｡
そ
れ
は
つ
ぎ
の
理
由
に
よ

る
｡
十
五
年
以
前
と
比
較
し
て
､
近
世
史
の
研
究
者
の
み
な
ら
ず
､
原
始
考
古

･
古

代
史

･
中
世
史

･
近
代
史
の
研
究
者
も
本
会
会
員
に
増
え
つ
つ
あ
り
､
研
究
発
表
の

場
を
拡
大
充
実
し
た
い
｡
加
え
て
､
藩
政
史
研
究
会
が
弘
前
市
を
中
心
と
し
た
地
域

の
会
員
を
対
象
と
し
て
主
と
し
て
開
催
し
て
い
た
の
を
改
め
､
近
年
､
大
幅
な
会
負

の
増
加
を
み
て
い
る
本
会
の
会
員
に
対
し
て
広
-
研
究
成
果
を
知
ら
せ
た
い
と
い
う
､

い
わ
ば
内
容
の
充
実
と
対
象
の
拡
大
を
図
る
意
図
の
も
と
に
､
右
の
よ
う
な
提
案
と

っ
た
次
第
で
あ
る
｡

さ
て
別
表
に
示
し
た
よ
う
に
､
昭
和
五
十
三
年
十
二
月
に
出
発
し
た
､
藩
政
史
研

究
会
の
歩
ん
で
き
た
道
が
､
け

っ
し
て
平
坦
な
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
は

一
目
瞭
然

で
あ
ろ
う
｡
会
場
は
第
二
六
回
あ
た
り
ま
で
は
､
お
お
む
ね
弘
前
市
立
弘
前
図
書
鰭

(現
在
の
名
称
は
弘
前
市
立
図
書
館
)
の
会
議
室
を
借
用
し
､
そ
れ
以
後
は
弘
前
大

学
人
文
学
部
の
演
習
室
や
弘
前
市
文
化
セ
ン
タ
ー
の
会
議
室
な
ど
を
借
用
し
た
｡
ま

た
参
加
人
員
は
､
学
生
も
含
め
て

一
〇
名
未
満
の
時
も
あ
り
､
時
に
は
三
〇
名
を
敬

え
る
こ
と
も
あ

っ
た
が
､

一
五
名
前
後
の
熱
心
な
参
加
者
､
な
ら
び
に
荒
井
清
明

･

黒
滝
十
二
郎

･
福
井
敏
隆
氏
な
ど
の
藩
政
史
研
究
会
の
主
幹
に
よ
り
､
当
会
は
運
営

さ
れ
て
き
た
｡
福
井
氏
に
は
､
引
続
き
国
史
研
究
会
例
会
の
主
幹
と
し
て
､
例
会
の

運
営
を
担
当
し
て
い
た
だ
-
こ
と
が
本
会
総
会
に
て
決
ま
っ
た
｡
会
員
各
位
の
､
特

段
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
｡

別
表
を
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
お
分
り
の
よ
う
に
､
藩
政
史
研
究
会
で
は
研
究
報
告

だ
け
で
な
-
､
講
話
､
話
題
提
供
な
ど
の
機
会
を
設
け
た
こ
と
も
あ
り
､
ま
た
日
本

史
の
み
で
な
-
外
国
史
の
報
告
を
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ

っ
た
｡
し
た
が
っ
て

内
容
的
に
は
か
な
り
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
枠
組
み
で
出
発
し
た
の
で
あ
り
､
発
表
者
も

大
学
の
研
究
者
だ
け
で
な
-
'
大
学
院
生
､
教
員
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
､
そ

の
点
で
も
開
か
れ
た
研
究
発
表
の
場
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
よ
か
ろ
う
｡
ま
た
そ
の

時
々
の
世
界
情
勢
を
踏
ま
え
た
､
時
宜
に
か
な
っ
た
企
画
も
な
さ
れ
て
き
た
｡
な
か

で
も
大
学
院
生
が
修
士
論
文
や
自
己
の
研
究
論
文
の
構
想
を
発
表
す
る
場
と
し
て
も

活
用
さ
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
､
若
手
研
究
者
の
育
成
に
も
資
す
る
と
こ
ろ
が
あ

っ
た

の
で
あ
り
'
そ
の
点
で
も
当
研
究
会
の
役
割
は
評
価
さ
れ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か

と
密
か
に
考
え
て
い
る
｡

五

〇
回
の
歩
み
を
ご
覧
い
た
だ
い
て
､
い
か
な
る
評
価
を
下
す
か
は
､
会
員
さ
ま

ざ
ま
で
あ
ろ
う
が
､
十
五
年
間
に
わ
た
っ
て
当
研
究
会
を
色
々
な
形
で
支
え
支
援
し

て
い
た
だ
い
た
会
員
を
は
じ
め
､
会
員
以
外
の
方
々
､
各
機
関
に
は
衷
心
よ
り
御
礼

を
申
上
げ
る
次
第
で
あ
る
｡
さ
ら
に
当
研
究
会
を
発
展
的
に
解
消
し
て
､
新
た
に
出

発
す
る
弘
前
大
学
国
史
研
究
会
例
会
に
対
し
て
も
'
か
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
あ
る
｡

(文
責

長
谷
川
成

一
)
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弘
前
大
学
園
史
研
究
会
･
藩
政
史
研
究
会
5
0
回
の
当
き
み

第
1
回
昭
和
5
3
年
1
2
月
2
日
講
話

長
谷
川
成
一
氏
｢
藩
政
史
研
究
の
動
向
｣

第
2
回
昭
和
5
4
年
2
月
1
8
日
話
規
提
供
山
上
頁
氏
"
著
書
を
語
る
～
『
津
軽
の
舌
戦
J)
～
"

★
学
生
船
昭
和
5
4
年
4
月
1
5
日

福
井
敏
隆
氏
｢
津
軽
藩
藩
政
史
研
究
の
現
状
と
課
題
～
キ
リ
シ
タ
ン
統
制
を
中
心
に
～
｣

第
3
回
昭
和
5
4
年
4
月
2
2
日
宿
題
提
供
小
舘
衷
三
氏
"
金
木
屋
文
書
に
つ
い
て
～
宗
徳
寺
蔵
の
法
事
帳
.
人
別
帳
～
"

第
4
回
昭
和
5
4
年
6
月
2
4
日
研
究
報
告
福
井
敏
隆
氏
｢
津
軽
藩
藩
政
史
研
究
の
現
状
と
課
題
～
キ
リ
シ
タ
ン
統
制
を
中
心
に
～
｣

第
5
回

第
6
回
昭
和
5
4
年
1
0
月
7
日

昭
和
5
4
年
1
2
月
9
日
研
究
報
告
長
谷
川
成
一
氏

発
表

山
上
責
氏
｢
弘
前
八
幡
宮
文
書
に
つ
い
て
｣

"
小
舘
衷
三
氏
を
励
ま
す
会
"
も
実
施
ビ
デ
オ
鑑
賞
～
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
日
本
人
｢
津
軽
じ
よ
っ
ぼ
り
辻
説
法
｣
～

｢
津
軽
史
研
究
の
再
発
据
～
浅
瀬
石
城
な
ど
に
つ
い
て
～
｣

第
7
回
昭
和
5
5
年
3
月
2
日
研
究
報
告
浅
倉
有
子
氏
*
｢
宝
暦
改
革
の
諸
段
階
と
そ
の
特
質
｣

第
8
回
昭
和
5
5
年
4
月
2
0
日
発
表

羽
賞
与
七
郎
氏
｢
津
軽
藩
史
料
の
再
検
討
に
つ
い
て
｣

第
9
回
昭
和
5
5
年
7
月
2
7
日
研
究
報
告
瀧
本
轟
史
氏
｢
津
軽
藩
宝
暦
～
天
明
期
の
諸
間
毘
-
寛
政
改
革
の
歴
史
的
前
提
-
｣

第
10
回
昭
和
5
5
年
1
1
月
1
6
日
研
究
報
告
坂
本
寿
夫
氏
｢
津
軽
藩
の
軍
政
改
革
に
つ
い
て
-
明
治
3
年
の
改
革
を
中
心
と
し
て
-
｣

第
1
1
回
昭
和
5
5
年
1
2
月
7
日
研
究
報
告
長
谷
川
成
一
氏
｢
成
立
期
津
軽
藩
の
諸
問
題
-
元
和
期
を
中
心
に
-
(
一
国
-
城
令
の
再
検
討
)
｣

第
12
回
昭
和
5
6
年
2
月
2
2
日
研
究
報
告
七
尾
美
彦
氏
I
青書
1枚
刑
期
千契
確
乙暇
U)
拷
問
万里
｣

第
13
回
昭
和
5
6
年
4
月
1
2
日
研
究
報
告
小
舘
衷
≡
氏
｢
津
軽
の
板
碑
考
｣

第
14
回
昭
和
5
6
年
6
月
2
1
日
研
究
報
告
長
谷
川
成
一
氏
｢
鹿
､
鹿
献
上
と
奥
羽
大
名
小
論
｣

第
15
回
昭
和
5
6
年
1
1
月
1
5
日
講
話

高
橋
理
氏
｢
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
都
市
雑
感
-
城
下
町
弘
前
研
究
の
一
助
と
し
て
-
_j

第
16
回
昭
和
5
7
年
2
月
1
4
日
研
究
報
告
長
谷
川
成
一
氏
｢
蝦
夷
地
出
兵
と
領
内
社
寺
統
制
の
変
質
｣

第
17
回
昭
和
5
7
年
6
月
2
7
日
研
究
報
告
雪
藤
等
氏
*
｢
荒
廃
田
復
興
政
策
よ
り
み
た
る
弘
前
藩
政
｣

第
18
回
昭
和
5
7
年
1
1
月
2
1
日
研
究
報
告
洩
倉
有
子
氏
*
｢
津
軽
薄
家
中
軍
役
規
定
の
改
変
と
蝦
夷
地
出
兵
｣

第
19
回
昭
和
5
7
年
1
2
月
1
2
日
諦
拓

中
沢
勝
三
氏
｢
近
世
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
と
国
際
交
易
-
津
軽
薄
回
米
研
究
の
一
助
と
し
て
｣

第
20
回
昭
和
5
8
年
3
月
2
7
日
研
究
報
告
黒
瀧
十
二
郎
氏
｢
津
軽
藩
に
お
け
る
刑
政
の
展
開
｣

第
2
1
回
昭
和
5
8
年
6
月
1
2
日
研
究
報
告
池
上
良
正
氏
｢
岩
木
山
信
仰
の
近
世
的
淵
源
-
宗
教
史
的
視
点
か
ら
の
一
考
-
｣

第
2
2
回
昭
和
5
8
年
1
0
月
1
6
日
研
究
報
告
篠
村
正
雄
氏
｢
津
軽
藩
に
お
け
る
神
職
組
織
に
つ
い
て
｣

第
2
3
回
昭
和
5
8
年
1
2
月
4
日
研
究
報
告
長
谷
川
成
一
氏
｢
鹿
長
9
年
の
Bt
献
上
文
書
に
つ
い
て
｣

第
24
回
昭
和
5
9
年
2
月
1
9
日
研
究
報
告
田
中
秀
和
氏
*
｢
幕
末
維
新
期
に
お
け
る
社
家
の
動
向
に
つ
い
て
-
弘
前
藩
を
素
材
と
し
て
-
｣

第
2
5
回
昭
和
5
9
年
5
月
1
3
日
研
究
報
告
福
井
敏
隆
氏
｢
津
軽
藩
支
配
機
構
の
一
考
察
～
寛
文
.
延
宝
期
を
中
心
と
し
て
～
｣

第
2
6
回
昭
和
5
9
年
1
2
月
2
日
講
話

北
川
誠
一
氏
｢
チ
ン
ギ
ス
-
ハ
ー
ン
の
王
権
神
授
配
を
め
<.
つ
て
｣

第
2
7
回
昭
和
6
0
年
1
0
月
1
3
日
研
究
報
告
長
谷
川
成
一
氏
｢
津
軽
家
御
定
著
に
つ
い
て
～
史
料
学
的
見
地
か
ら
～
｣

第
2
8
回
昭
和
6
0
年
1
2
月
8
日
講
話

小
島
康
敬
氏
｢
海
保
青
陵
の
思
想
に
つ
い
て
｣

第
29
回
昭
和
6
1
年
2
月
2
日
研
究
報
告
界
瀧
十
二
郎
氏
｢
津
軽
藩
の
僧
侶
.
神
官
に
対
す
る
刑
罰
｣

第
30
回
昭
和
6
1
年
4
月
2
0
日
研
究
報
告
小
舘
衷
三
氏
｢
東
日
流
外
三
那
誌
に
つ
い
て
｣

山
上
頁
氏
｢
"
東
日
流
誌
"
群
書
に
つ
い
て
｣

第
3
1
回
昭
和
6
1
年
9
月
2
1
日
研
究
報
告
浪
川
健
治
氏
｢
津
軽
海
峡
を
挟
む
地
域
像
｣

第
32
回
昭
和
6
1
年
1
2
月
1
4
日
研
究
報
告
長
谷
川
成
一
氏
｢
地
方
史
編
纂
に
関
す
る
諸
問
題
｣

第
3
3
回
昭
和
6
.2
年
2
月
2
2
日
研
究
報
告
小
島
康
敬
氏
｢
津
軽
藩
士
乳
井
責
の
思
想
｣

第
34
回
昭
和
6
2
年
1
0
月
2
5
日
研
究
報
告
黒
瀧
十
二
郎
氏
｢
津
軽
藩
士
の
相
続
に
つ
い
て
｣

第
3
5
回
昭
和
6
2
年
1
2
月
1
3
日
講
話

池
上
艮
正
氏
｢
沖
縄
に
お
け
る
女
性
祭
祀
者
の
伝
統
｣

第
3
6
回
昭
和
6
3
年
2
月
2
1
日
研
究
報
告
福
井
敏
隆
氏
｢
元
和
.
寛
永
期
津
軽
薄
家
臣
団
に
つ
い
て
｣

第
3
7
回
昭
和
6
3
年
5
月
1
5
日
研
究
報
告
長
谷
川
成
一
氏
｢
信
枚
と
信
牧
～
名
乗
に
つ
い
て
の
考
察
～
｣



第
3
9
回
平
成
元
年
2
月
2
6
日
研
究
報
告
黒
瀧
十
二
郎
氏
｢
法
令
よ
り
見
た
る
津
軽
藩
士
の
生
活
～
衣
食
住
を
中
心
と
し
て
～
｣

第
4
0
回
平
成
元
年
5
月
2
8
日
研
究
報
告
瀧
本
妻
史
氏
｢
下
北
半
島
を
め
<.
る
研
究
動
向
｣

第
4
1
回
平
成
元
年
1
2
月
1
0
日
研
究
報
告
三
橋
昭
規
氏
｢
"
北
秋
の
押
へ
"
と
東
ア
ジ
ア
地
理
鑑
識
｣

第
4
2
回

第
4
3
回
平
成
2
年
2
月
2
5
日

平
成
2
年
1
1
月
.4
日
報
告

ク
リ
ス
ト7
.へ
フ
ケ
ン
氏
｢
現
代
ド
イ
ツ
史
の
間
親
～
ド
イ
ツ
再
統
一
を
め
<.
つ
て
～
｣

北
川
誠
一
氏

研
究
報
告
泉
正
信
氏
*
｢
現
代
ソ
連
史
の
課
居
～
ア
ル
メ
ニ
ア
.
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
民
族
対
立
の
歴
史
的
背
景
～
｣

国
史
研
究
会
特
別
例
会
と
し
て
実
施

｢
秋
田
藩
に
お
け
る
新
田
開
発
の
諸
問
規
｣

第
4
4
回
平
成
2
年
1
2
月
2
日
研
究
報
告
金
森
正
也
氏
｢
安
政
期
幕
府
蝦
夷
地
政
策
と
秋
田
薄
｣

国
史
研
究
会
例
会
と
し
て
実
施

第
4
5
回
平
成
3
年
1
2
月
8
日
研
究
報
告
福
井
敏
隆
氏
｢
近
世
南
部
領
に
お
け
る
祈
り
と
信
仰
～
藤
右
衛
門
小
絵
馬
を
中
心
に
～
｣

第
4
6
回
平
成
4
年
5
月
3
1
日
研
究
報
告
斉
藤
尚
智
氏
*
｢
徳
川
将
軍
権
力
成
立
過
程
に
つ
い
て
の
考
察
～
三
河
一
向
-
漢
を
通
し
て
～
｣

第
4
7
回
平
成
4
年
1
1
月
1
日
研
究
報
告
坂
本
寿
夫
氏
｢
明
治
初
年
の
弘
前
藩
の
経
済
政
策
に
つ
い
て
｣

第
4
8
回
平
成
4
年
1
2
月
6
日
研
究
報
告
瀧
本
義
史
氏

高̀
照
神
社
｢
御
告
書
付
｣
に
つ
い
て
'

第
4
9
回
平
成
5
年
5
月
2
3
日
研
究
報
告
藤
田
俊
捷
氏
｢
新
田
家
系
と
三
轟
昔
話
｣
～
遠
野
南
部
家
家
臣
団
研
究
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
～

*
印
は
院
生
等
の
発
表

原
図
:
福
井
敏
隆
氏
作
成




